
講演要旨轡

第6蹴諜カフ雌繊質專鱒家禽議およぴ

　　鉱物資源開雛小婁員禽報省

関根良弘

　要旨
　　　　　　　　緯総年8月釧3～驚艦、1，潔イ

岡バンコク市の澱カフ、講蕩局会議室で糊催さ響際，域

内外漁力國から約8G名の代表が参加いた．i、麟㌶代表団

は，佐藤光之助・関根良弘・嶋崎鷲彦　（以．ヒ地質調査

所），地引嘉博　（1三1本大使館〉，暑船達三　（三井金1、薦鉱

業），高木義夫（嗣和鑓、業）で㌃）⇔

　2）地質専門家曇、議　各闘）地欝、凋査・鉱床探査活動

鶴状況では，組織的地臓鐵勲　　吻資源開発“）基礎とし

て行なわれ，大幅観進捗した。調査・探査技術として地

化学探註．邸物燐探査ゼ麹堆質調蒸技術が経‘，醗的力法と

して活発に使用されてい篠、名編紛地質調顛善動として

は，鉱物資源の墓礎的1矯沖探査の濠か土木地質・水理

地質棚1鋤急速，こ進みつザ、　り，地熱開発・聯踏研究の

機運が雪て瀞た、，

　3〉三．1会議の重驚塗叢の地鐙図類（い残し墨、騨○万分

のi縮尺）の編糞ひいて　域内地質図・鉱物分墳図

媛改訂w婆　。石油天然ガス麟φ改薄柔検討導舞e，構遣地

質図の編集，、気完了紅近く，，馨　成E　k編集，． 財蕊地質

調査所長力責任者で進行甲帥薄，爾図

で紅完成させる。，遜力図は1三1本・インドが1冒導編集に藩

手し，水理地質麟の俘成は次瀕に決定さ1れる。

　む域内各麟の資料による．L記地質図類の純1集，各麟

の埋蔵飼　　・分類法，各堆積盆地間の層序対此の編集

は，域内難国間の知識ご）交流1賞鰍嘩1泌とも1こ，今後

は麟際轍術機関との協力を要1蔦薩が増加しでいる。、

　5）懸案の束南アジア地域地質縄査醸ンタ…没立の問

　　　　　　　《払
　難）塑1物資源開善小委餓会　　　　　　　　　こ，前回

以降着実な発朕銘みせており，地質鉱床¢〉調査，新技術

吟利用とと墨、に，試錐技術の進拳こ，探鉱試錐の天幅な

使用によ1）鉱床の発見と開発が大きく醗進してい悉阜

　7）い駅までに醗催された天然ガス舷ミナー，石油シ

ンポジウ瓦各種の1鍵貞鉱物種紅関す蕎事務局の編集

出版，鉄鉱石剃；1際弟轟、こ関すξン園連の、鋤撫編集など・、、

世界剰蟹纏瀬関連し！把料二1糊源料物φ探査開幾

奉鐵ノ醗翌衣駕議演 …

　照孝畷劉鰯｝纏1庫隙覧甲・繍・ズ1聾騰。

が緊急事となつてきた。

　暮）両会議を通じ共通の問題として重要なこと捻，地

質・鉱山技術嵩の教育・養成・灘i練であ榛．域内諸購と

くに発展途上園では有能な技術嚢が隣くく足していて，基礎

購調査研発から鉱レli開発紅至る各澱階でφ停滞が認めら

れ，・各1三鱗では独力でこ◎閥題。ご解決でぎないので，賦本

や欧米先進羅によ猫訓練生ご）受入れを期待している．

　参）他の繋要なことは，域内諸國の経済発展）基礎で

凌る鉱物資源の探灘・闘発紅は，溝，三い本準の技術と経済

力とが必要であ恐が，開発途上鰯においては，この澗で

も多くの鑓難L慕遭遇Lていて先糠圏からの技術協力と経

済援助とを期待していヅ．

熱〉現状“払欧米先進麟がきわめて積極的1こ技術協

力・経済援助紅進出してい《鳳とに，われわ翻は注き憂iす

る要があ甑今後わが瞬としても，地質調査・鉱臥Li開発

に購レ郵導長．麹鱗勺な1ζ見野で鍵二、技霧嶺嶽プぴ・，、量蒼叢1愛蝉3のプy獣iと

なお，両会，，義融次畷第7闘蕪薮牽は欝紹年証イラタンに

おい育蹴跳れそ1風とに撫、’｝縣　　　騨、鱗、、葡

第1蹴アジア沿海鉱物資源共隅擬査畿整

　　　　婁難会に肇い《

嶋崎糞拶

大陸棚地域二麟短1｝　纐資源ジ顎要性認陪／益々増大

嬬〉が碁二跨探爺こ1、吻難探査，海底地質周査その他の

アジノ地域φ大部分の臨が独カー

　そ・二二で瓢カフが1務局llほ魯鑓年ε月瓢バン：ψ，こ騰

級鴛門麹塗隷．≧開き，海礁資淵超1蓬促進露灘方途を

諮問した◎そ鈴結果樗｛記の調整委撚会寮設立して関係麟

の探査活動の調整　技術者訓練、各種デー．郵の編集出

1餐瓢辮灘のため続必要な資藏講達・方途の考慮，数どを

行llψこと紅なり，昨年！！月東京』’開か治．た政府代表

、議笑設立め方針が決つた、、墜の後，本年幻導に獣ヌフ

黒産業天然資源i慰絵な㌧び1体年馴細遥カフ罵総会

院この調整委麟会　配武紅発足し、た、、

　黛調慰菱鐡凝はメニ2ン雛1馨褒澱会と同じような地位を

』　麿であつて，エカぴ認♪関連闘響罫 二、躍）が，

狙、した形観なつて』銀轡，いオ．，、莫」功フ溝の外局のよう

　　　　　　　　　う，、甕ゴ錘米轡英醸独覇
仏から三名ずつの講級専門家を派遣して　ど駄垂v圭s鑓y

Gr帆瞬　を構成し，技循的な助講を行なうこと1、ズて

79一（綴7〉



　　　　　　　　　　　　　　　地蟹調査所甥報

いる。l！桑調整委員会の活動1二構成は、上二記のとおりで、ある

が，撮初は確》尋鍵績を｝至二瓜げるために小さなものか鍵出

発零叫るこ擦ごな琴，当初の加鑑国／劇麟謹繕韓園轡台湾藤

ならび凱ツ写リぜンφ4力岡で～るが，将来発展して多

くの圏の加盟が予想ざ　ζ）“

　第お覇会議はで二響マ本年蓉鐸に開催され，各濁が従

来鍬なつた演慧二探畳活渤の報告，将来の活動計醐の報

鯨薪1本麺技術憲訓練を要講する決議癒どがな瀞れた．

　第2鋼会議は本年憩月鱒1－1～慧メ葺7覇の闇紅東京

　開かれ，繭闘会議び提出された各蟹の将来計礒の験

討・、，題練計麟の検討，出版物麺関する検討などン那行なわ

1れる予定であるぴ

　わ洲＿i絃技術協力め、懸湯か．蔦の委員会に参加してお

り，技術嚢の翻練，デ・・タの収集・編集・出版，各濁の

探遅蕪お嚢（ノ環顯整、試，ども1．葬簗に協力し．てい絡⇔また1三紅本と

し鷲轍，こ総委員会の活動、＿関遵しで，海底資源探査を

羅的義した基礎醐笥題を叢複し，東爾アジア’大陸棚地

域ノ薫1物資源の鍵欝罫二状態紅関する基鍵的謎・彗査研究を行な

う　　、li樋してい添）1これら計爾を積極的紅推進すそ1）ご

とはこの地域の開発に大きく貢献する¢）みならず、わが

調薪）今後の経済協力鷺必要な基礎的資料を提供す巌　雛

になると叛繍・。　　　　　　　　　　　（鉱沫部）

　太羅津蟻術愈議綜おける諜題討論会ζ汰羅洋題帯に

　　　　おけ懲鉱鎌の盆成灘と生成期“蓬鳶いで

　　　　　　　　　　　1関　幸治

　1二のシン承ジケ諏，東大渡辺武勇教擬が馨冠／ビナ

ー
、

．｝．、つて組織麟、8月器・％・2潟三iの3欝／絹催

曽翼た、、ぐ、，響野られた蔦の演題は、ソ遵㌘篇　いち2欠

席），iヨ本4篇，インド2篇　（、騨も，～欠席、，台湾・オ

ーストuヤ潜罪イジィー一欝激篇であつた

　第お瑚，誰二，鐵ずぐ1．K．フアン（翰湾）が，金爪薦地区

　金鋼妻、ll化作用が鮮新…澱新鞍栴め誉異二推撫しゾ、t“翌．驚

トムソン，V麟距歎△押（ソ連）1巽議び瓢竹内，

丁、宮沢，鴛今井欄本）魏，アジ　東部○甥講鋳成時

1期のケ身　　中纏二代末期が非、碧　錠要であξ二、　　蕪

した，、第烈糊，，翫，猛，A．ツプボル，スプフヤ、V．L．ルジノ

ぴ　ぐソ遠）が、カムチヤツヅ距一千島瓢の鉱化作用ン．）い

流論じ，肯じ．渡辺，丁、、　　Jll本の劉1業欝1歳奮1臓

化鋳　康、　　　おllび中．主代の層状でンガン／床，第

　　　　　　　　　瀬／難　　　　　　　　い　鴻扇，1、論

し．た。N。蕪．㌘イッシャー（／・一ストヲ毒ヤ）は，パ

アー嘉ユー一ギニア（厩床．1成区／㌘）いで論じた。最終ll

紅億，呈関根，黒岡野，鷺大町（1ヨ本）炉，舞本列

島ジ）鉱床生成の様相をその構造発展に関連づ！ナて論ζ〕，

貧．嚢、パンドζツイージィー）　は、詞、鵜1こお鞭る蓄鉱鉱

（嬉！7巻第捻葵齢

床の存在を強調した。鷺ヘラドケヴィッチ（ソ連）は，

太平洋地帯における鉱床生成の比較論をとり上げ，窺西

脇（1三i本）も同地帯の斑岩銅鉱床1二関す蕎従来の知見を

述べた、、最後にはV．璽．スミルノツ（ソ連）が，シベ1ノ

　六東部の鉱床．嫉懲こついて詳論uた。

　以上の各講演は，もとより基礎的数多くの，、周査研究成

果が積み、、歎二げ削美たものであり，その意味で，今鷹のこ

び）シンボジウムは，；1ノ避）われの今後φ研究紅対Uて有益

　獄示唆を与えてくれたと思う。　　　　　　（鉱床都）

第繋轍太箪洋蟻術会議鵜おけ蕊第鋼番灘齢

　　課題討論禽“環太単洋造ぬ還動鐙

　　離代よ牲鷺警に欝いで

　　　　　　　服離　　仁

　§ナ三類ひ鮪磯暇留．壌醐鐘こわた桝舞iかれたこの討

論会には，鎗論文が提！l藏れた。聡ンビナー松本達郎九

大教綬の挨拶に1これば，寄せられた論文および討論記録

は獄灘4欝社の～海℃撫鋸）帥y葺i熔　ζ欝群）紅掲載の予

臆で菱蓄》。、

　初獄鑑は，カナダ，ソ達，覇本，台湾，ツィジ響ピ

ン，インドネシア，講．．一ジー槽ンドおよび南米識緯ン

ビアの各鼠別、業，おもに構造地質学的内容び）講演が行な

わ酔，た。これらのうち松騰時彦シ頭）述べた1三1本の若い地

質時代に1す鄭ベア変成帯説，および識識一ジーランド

の（、．A．選？搬預ぎ嬉による生物界フアヴナ癬　解析した

趨1憾勤の地背斜期（造撰運動む濃1潮期嶺圭i墾紀に推定

した）はとく紅溢三縷Lれた。

　2漏撚　蒙率、幹も紅景41蘇磐杓　二び1アイソト【…ヅに．気煮蓬誓

代決定のテーでが、多かつた、、M継・L爵越鯉ポ1瀧よヅ｝

カムチヤツカ半島おkびD蕉c｛畑￥皇総麺よ孝1声講一ジ

…畢ン・ドる7饗繊帯漆魔それ、ぞれ，白塾紀／｝藩、贈るベア変成帯

をな｝琵述べら勲、た，、また瀦，3義礼らの行なつた薮惑

　　　揺体〆酸性署類（　　　　　　い．隷，年代か

帯状分ツ続　貞すことがラ1擁げ二韓

　澱終獄ま臨視的な輝＿地質畳的立．遍憐灘　　／捧

であ炉　　N．A．量き（馨臨惚聾に

ド洋灘側地域の3甲の地向斜列　ノ達らし。い大胆霞試み

数1続）た》ご℃〆ビーナ松本達／襲険、，1，　　この地域1二嚢

、四誘繍的数醐題点を総括していた、、

　こ二鱗，橘霧鴛を概観してξ難と，環太i簸縫域紅暴謀、嵐い

地餐暁代の貯蜘戎帯樋朧℃紬，、二れをセ）麟綴

，』し一ごと鍵淘，そ　／黙鴉繍攣察す乳蕎鵡隔　　雰繊i翼～デ導叢か

・た聾それll鐙きかえて，批判的諭，，戊膚討論が皆無1摯

しかつたのは残念であり，li彗論会の鰹叢ご半減したとい

えるのでは癒いだろらか．　　　　　　　（地質部）

80一《8懇）



太離洋学術会議報告惣質都門灘

　　“個人溝演”難奪いて

神7一信和

太平洋学術会議　講演公1謀8月黙目から嚢月濤賦こ

わたつて讐も叉大単で盛大に行なわれた、、地質部門のシン

審ジゥムお1、び部澱ぐはそれぞれ汐頓，）ようなテーでで行な

藝（q膨鮮新駄お㌶1ぐ後鮮新世閥の太平洋地域1こおけ《）

　　海面変化、ミニ地殻嚢動

N（＞磯31藤太平洋地域にお1舞1床の生礁欝一生成期

讐（）壌鄭崇太平洋造山運動の時代と性酸

藝O識㌫太瞬馳域紅おけゐ第三細鞠）対比～戴候変化

部会
＄鯉t重（撫誌一王：ノ小地体構造

s賦敏騰誌一2：

脱αi鰭姦一31・

翫ctl顕婆～農1

私は露月鈴Elから9月2艮iまで湊　蕉雄・森本斑平

両教授主催の屡隷に行なわ寒た≦淵／会爆畷大小地体構

造”に出席した。講演は都合で中止とオ茎ミつた7を除く濤蔭

の講演学あつた。講演を岡別紅みると腿本の鎗，ソ連

邦の惑，北米の慕，ベトナムぜ）2，ソ群駈ン諸島（英保

護領）ε壌，韓麟、中華民醐，インドネシアお¢）おの工

の順であつた“

各岡‘）講演内容をそれぞれ概略説填肌、，こぴような機

会紅各綱学潜が…堂に集窯翰，研究愚相互に意晃の交換

と討議が行なわれたことの，今後の研究に及ぽすところ

きわめて大なることを強調した。　　　　　（地質部）

寒罪洋学術禽議報告癒球化挙

一一紺織婁貫と駄で一一一

本島公司

昭和蘇年（欝磁）＄月認1鷺から蓼週問轍わた）て，

菓京大学およびβ本各地で開かれた第慧回太平洋学術

会議の議題に含憲れた地球化聾に関連す蓉領域として

は，主として次のような菟のがあ難。

め　水中における生辱勿学的ならびに化学的物質代謝

　　（基礎生産および二次生産を含む）

　灘ンビナー　菅原　　健氏

2）　國際地球内部開発計顧（U灘野）

　翠　ン／ビツー…　　薩ミロ達　　溝ジ鳶驚

3）　太平洋海域における化学元素；麹よび同位体（蒋機

　物質を含む）

　二薫ンビナー　北野　　康氏

婆）陸水

　＝穿硲ナー　菅原　　健氏

オルガナイザー　1

紛繊体地球物懇．学ぐ測地，地震

チ、織ヤ…でン　織矯畿太郎氏

火由，地磁気，地

　貰ンビナー　渡辺　武男氏

演者が嘘ルガナイザーといご，うけもつた地球化学テ
シブリンは，　菊鷲瓢部門一1なオ　ふ，声也磯嬢勿頚！学凱1禦孝自一ゐ上

表艇沖のr
、…はかり，次の専門i議別の討欝羅濾計醸いr一次の人達へ

連絡をとることに乱、た、、

1）1、翻齢，享田．雛係

　N．竃．Khi獄Qvぐソ連，ベルナド臥キー研究勝），

　鷺．s．Y（｝d¢r，JL（米購，1

2）

　」．Vα1鴇○鮮夏1　し米，　り炉ノフすル論ア大学匹　載

　奪撒雇ぐ岡位体を含む，米．スタ》ヅヅス海洋研），

　夏）．蕪．K鯉油i照繍（ソ連，鉱床研究所（イゲム〉）

⑳　麟位体と年代決定

　蕪．G．Ur鯉（米，力夢アォルニア大学），」。鑑．K疑壌

　（米，ラ憾ン手研〉，螺．c．弛纈鷺卿ぐ米，カジフオ

　ル講ア工大〉，T．A．歌諭鍵（膿識一ジーラン魏聾

　滋R，核研），簸．《曇．丁熱慮奪（加，マツク喋ス窟一

　禽　一　　　　　乙，懲質，火1．ll

　鮒．A，下、翫胃y（米，カリフォル鱗ア大学）」．継《⊃

　D儀騨ll（濠，オーストラ婆ヤ麟汰学）」．醜難一

　廊臓叢撚（米，us暮銭，デンバー），薮．藩．M獣継敏

　雛“〉．鷺、wl粛鎗（米，u呂G　S，メ撰ンノ“ク弘

　娘．A，騒鷺獅灘膿（米，ハワィ大学〉，A．」．窺臨

　（嵩ボージーランド，沿鐙鼠，化学細，鷺．鳶．飾一

　無慮ぐ米、プリンストン大学）

　萄導醗）
　鷺．A．恥W灘　（米，U．＄．G．蕪．げ謬イ火山研），

　欝．s．K鮮烈魚雄k鷲

　以上の分類と考え方により，途中から共同オノレガナイ

ザーとして参加し，て下さつた棄京教育大学化学教竃の松

尾禎士氏とと尾、続，組織化を計町たが，先約の学会への

出席，旅費の都合の不如慧などで，海外からの出席者漆＆

う藻く集蘇らず，結局地球化学は，火μ、比結合して会議

をもつことに決定した．

　最終的に嚢月慧ヨ（木〉菰烈三冒金）に講演されたの

は，次の静つであぜた、

＄工一（脚）
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薗。L．V、蓋）磁擁鮮ら1インド洋お、1；び太平洋厳の玄

　武岩類

鷺．野1二1欝ヨ雄ら1讐ッセンi位公園の火山ガ熟と温鎌

3．　挫　敬ら1葱、識戴γグー・の結贔過殺（館．）酸素分蓬愛）

　影饗

4．　，」，S．　R敵罵呈墜隷銑1イエ霧一ストーン1コ乳玄＞縫欝議講むノ）

　聞獄禦舞隻

導、　野淳欝三雄ら1イエ罫』ストや麟立公園の温泉

導。　』1．匙夢．N繊獄墨謹勧η　ら1ハ　 イ！ご滋け導火1．i描iガス癩；究

　　発展

7．　翌．L．翫激r瓶鷺l　l火山ガ“、ス（1こ）鶴汝驚佛成て分鈴1菱勇轡

3、　鎌繊政明島1硫こ／・火1 茎、1の火1薫 iエでネ…シ叢ン

静、縫敬ら1溶融火山轡へ嘱，、1化水素の溶解度

　これ、5＿、譲、　醐び　総長二は」、，／．　N組麹g執（）鳶（渥も）、滋

璽）、登．薮叢　（1米）衰蟹氏がllちた雛，翻経望長／こシ．蒙それ・隔，，一擁菱

敬，小穴進也の爾幾が翻こつた。諾、議は必ずし寒）活発で

あつたという印象1細れなか箸ミ　痩き，翻織委歎とL〆

て烹翼艦すべき、点が歪難い。

豊撫質調嚢1斯におけ馨漢纂外豊癬質馨影門拶闘懸．点

佐藤光之助

　地質1幽．鯨二おいて億，最近地質藍関賊國際交流，

発展途、L国磁、技術協力などの、琶挺関繋海外地質の業

務び急激装二増加覧ノつつ葱曙　　次に1講tら，㌘　．、て述べ．

閥題、ぎ、1瀧つい一騰．凡ごみたい、，

　韓／　亙む蕪s，　　ヤ

　蓋u磁8〈璽黛聴雛膿蓑く）蒐践！募至黛（蹟｛認《二総｛）k鷺驚羅s（）賛き猟灘）

紅蓋鞍ぐ嘩鼠鍵亙・蹴寧）茎隻撮ぐ詠魚gl撒1（二1（燐g貰　墨）から発展

む〆♂常壁鍬関、として設立諏れたぎ」のい　　る㍉．二れ競　地1緩

1こiげ導種麟ぐk）購蓄廊勲・さら麺蹴》獣獄麟i｛）紅あ

るいは蓋麟姪r三戦ま！、灘（罵1撮i（）鷺が諺糞蒲1し芙ゼる、，

｛b獄m髭惑（題く搬S鞭飢i琶鎌茎魚γ！k！耳よ幾駐　・の賑わ奴覆瓢玉圭s一

戯醜箋　が澄13う　そのうち　暮l／撒t獄デ窺峯）h驚撮L（鷺k（）影烹　の

8景b（ズ）撚m重s綴（｝亙／が銭まれ｝㌧、寿，メ麟1名辞典の編1慰ん錘1

版などを行な9ており．　搬た　無t欄堰癒｛勲彰慧欝麺蟹講一

強緋（黙！A鋸《）綴滋i《）鑓　』　妻欝7（）年隣採賑巽罫いて懇乱奪蓬

く燃＿、ヅ㌔む終き｝）ら1麺て1、・懇。

　復〉　（二IG靱葉w観つ1》・て

　｛沁mt麟＄s勧雛foごthe｛論d（）gl＜ン翻難撫茎諏）f嶺慧㌻黛）擁d

　（£瓢瓢亙w）1，柔翼uぐ嶺の墾玉笹r飛鍛i《）Y勲iA灘｛）d誠i（避ユの

iつとして，置UG81ξ最、之i、夢力聾した。ぐ1（藁麟w　　欝1大1塑

ごと圏）§｛）（》万卸71）：乳地！綬図，　憩｛）（）万分の蕉、　蔦○○万分

偽蕊の全世界’地質図の編さん1．ll版を、，1柄画，鮮施してい

騰、、　胤浜、、㌦、，，タ各国1二も雛讃二しズ嚢醸嶽》9星c瓢瓶竃rv嬉￥が

中、鎌となガ）てお匙1，τ艦ね癒c鑓鱒），蟹幾撫1矯9α葱総銀痩翫誉ヲ

｝至y毒ぐ寧（痴葺1翻数鱗）などの鋲敵鋤聡i麟⇔ぎ亙，麟

またWQ癒熱藝ぐ誌OL船婁が設置されてを．る凸

　鋤　悶連関係紅ついて

　鉱嬢A猟関係としては，地質専門廉会議，鉱物資源小

委員会，石濾シンポジウム，水資源関発技術会議そむ）他

の会議が　り，本所として中核的役謝りを果し〆てきたが

本年涛乾．はさら縦沿海鉱物資源共同探潅周鶴委員会が設

髪疑され，1ヨ本，篭導羅…i，牽胃雪，ツイリッビンなどの、醗趨騨瀞

沿海の大陸棚4）地質地下資源の共同探．議麟および技術

者疑）粥；修グ計灘が一進嘉～1）れている。

　UN叢礁ぐ沿の黒潮共同調査國際調襲グル…ヅ会議が今

夏東／撚こおいて粥｛羅憲｝！l，／〕．蚤，その欝、、審、、潮共同調縫鯵霧2

次計遜注しズ，海洋地質学，地球物理学的ll・騒黛が提案討

1議されてい難。

　そ（乃ず慮慧薙A罫鷺きU翼慕＄鷺ぐ）鵜　 ξ犠考腫ゼミナー一ノレ・＼

轟参〕力脊，また黛薄門鰐派灘憲な，どが塗テなわれで1、・るく，

　韓）　顯i繁共同研二究

　わが国慕米國と濁際的な共同研究を災？施』してミきり，科

学協力紅v　・・て嬬海洋地1携査，技術協力としては地熱

開発研究の欝野にダいて関係してい、1）“象た世界的な共

i司i研究としてはu撫鉛ぴ）深層試鋸培菖門の蓑ヨ本び）嚢任漸

となぜてい轟。

　郡／　窯交猟ぎ協力

　発展途幽狂購麺対する技術協力紅圓、ギぐ，地質・野の活

窺むが1穴讐、欝婆λ．にな戸つ　　
．

　1金属，誹曝露翼、拡購ξ夢巌1灘，渥1鑓掛業竃熱などの爾にv二聴・

て，従来アジア，爾〕米，罫卸近策紅わたつザぐ繋、、惹しで地質

調査、縮舞罫中1さとなぜ渚ぐ孚テズ試〆）てrきゾヒ，、こ。、誘、）（乃／交講鎖窃力

難“．）いでは，今後地域地質，物理探査，地化学探査など

を含零総癒調査の糎嚢1内が次第瓢要講されξ）、1こうに癒リジ

つある、）　媒た懸瀬域1硲み鴫1よなく，さら鑑ソく1塗樽1の葺1也1騨一，

∫癒涯ぐ資薫の繕賢男罫1賛1羅豊となろう、，、

　絡1　妻繰外誉艶1泌鵜査

　地　1調美新とミ、ノぐ1礁，麺1内諸機朕麺遥　び　庶ll建三欝清紅i誌

づいで，ぞ驚外1査1こ脇ニカ毛ーている。

　1学1　謡支麟響翻t修

　地綴／鍵所な醗、務二関係あ考項支季鮭研二窪蓼のゾ1二めの・希望講

／．磯黄近7，，、裂激鵜増加している、，とくに奮湾，韓圏など」隣

馨妾1、翻か1　研・鯵麟」弩訪、ノ黛二藍つてい｝む蓋967磯三から研

修挺ついて，よ，物理探董し地ほぐ水について疋式1七糞難修組

緒i転ノ設け1　添こと麺ズ’、）てい難。

　（8）　1繋欝額，忌、緊

　地則蝋縄係のli郵1祭協力につ！、，・ては　｛翼園縫、醜　戴（〕A墨磁

などと連絡を鎌ち一つ地質1濁、…．1三所が　）が顯　申心的機関

　ぐ！二し』ぐの猟、雛りを多讐動こと7び馨、壽、さ津、てい熟、、亡必要に」応

じ地質学・研騰連絡委、籔会・連絡をと1），大業関係と薪協

調を計身べきであ、ろう。

82一（慕3（》）



講演要矯

　蓋UG呂関係もう業務については，（謁の縄織あ蚤いは所

鷺が，お齢おの専門分野靴おいて活躍す礁ことが蓬藝まレ

v、○

　藍IA玉磁地質専門駅会議において濾，発腱途上函調地

質調査へ畷灘心が深く，地質識翻饗撫U嚇証1本の代衰

としての役割りは重い．胤の会議においては毎騒各騰の

地質調査活動，調査技術の発展嬢どの報告が必要とな

！），地質旨，臨靭琵いぐも充分そ鑓）刻策を強化する必要硫

せまられている、

　大陸棚地下資源の開発は世界的続注1§されてい矯と蔦

ろであ蕎が，蓋韓ム至燭に一いても経済開発4基礎調査と

して，大陸棚地質構造の解！獅璽要な問題となぜぐぎご

いる。このためには地質，地球物理的獄，総合講査のす

い進が必要F，アジアに嚢けると、の分野に関する豊富な

経験を有す劇三i本1対し期待す　面が多い。地質調査所

黒て1、瓢大陸棚の地質構造解明轍対す恐技術賜力を強化

するとともに豊藷に麹鋭藤騨テーマであ恭地下水を含め

た研修噺講外…設麗．愈準備してい贔．

　発展途上魑，1二おける地質に関す恐技術協力1ζ．ついては

先進燭」閲峯はげし㌧・競走が行なわれている。　とく轍

地質i烈帳作製のように地域地質調査から嶺発して，非常

にオーソド撃疏漏ご疑3くんでいる傾向が認められる舞

この分野紅おいては，地域的虞，．とり上げ方と，技術懸で

の協力を充分配懸して行なう必要があろ岳）。

　今後の地蘇墜所として　，視、野を新にして，麟内

調査研究，資料（編　ん．海外地質叡ど｝分野に関し，

均衡のとれた発展徽計燃ことが必要であろうひ　（所長）

松代群雛驚震調査欝蹴報管鼎

松代地薫、調査研究グ鴎一一プ

　玉）松代欝源域の地質撫地質構造

　　地選麹　壌、11俊弘・沢村蓼之助

　　北海道又所　曽我部証敏

　　応用地質部

　こゲ地域には中新統を基盤として，鮮新世ないL第四

紀の火山岩類がみられる。中新統は黒色頁岩を主とす壕

が，凝茨岩・変朽安由岩、業はさみ，石英閃緑岩類に貫か

れ恐。千曲川北方¢＞油購摺懸帯と対照的に，ごの地駿轍

箱型摺曲帯であり，皆神μ．iは地塊ジ櫨界部に位置してい

葛。

　2〉　松代付近の断裂系統

　　　　　　星野一男

　松代町周辺の節理・断層について地衰調査δ結果を報

告す蔭　 主歪要プ欝撫が誹篶・嫉ヒ東一南幣1灘およびオヒ躍ヒ費欝一一爾

　麟群遡礒究発蓑会講灘要瞬

　昭和戴年難月期三1講嚢翫に海いで闘簸姫

南東のものぐ第…群）と東北東一灘欝泌および繭北誠一一

奮購東のもの（第二群）と醗薫の顕著な方向が認められ

る。第一群は規模が大きいが，分布はある帯状に沿つて

現われ蔦、｝てうな傾繕欝あ翠

　第二群は個々の割れ1；きの規摸は小審いが，第一群より

も新しく，分布が普遍的で、　）．第二群はそれぞれ

C韓三錘欝聴難賦をはなすよう轄思われるが，現在の断裂

パメーンはむしろ鉛鷹方1擁よ季〉麟iし去二げ観より生じたよ

うな形態をなL　『い鵜、

　S〉　松代付近岩石に対3嘱趨封班下変形破襲実験に讐

　　いて

　　　　　　墨醐一男

　松代地饗擬覆醗麹逼ノング孔露融よび松代町燭辺から収

集した聯樵乃代表的叡：1，脚擁，．瑞・閃緑轡難皆糊監i

安山岩・奇妙山凝次岩・1玄武岩鱒ツいて封猿2，§○○㎏！

雛瀞までの高罷で変形破壊津験を行なつた。玄猟岩・貰

岩・閃緑岩戴かな軌事狂下でも著しく醸韻ピ“甲
一方，皆神霞安山器ゼ奇妙山凝茨岩1芒／醸癖軽～：i，肇○駄鏡C瓢驚

で癒罵慮¢となつた．封獲対難度，　　　体積弾性

率，轍購撫yと鰯襲／係図を添す．また変形に伴う微少

鍵纂趣鑑）発生についても報告す萎1）ゆ

　嵯）　　　　　、ついて

　　　　　　星野一男

　皆神由で　試錐孔を利絹して，本邦ではL∫めて硲地下

慧○Omにおけ㍉　　　　　　　ついての連続観測を試み

た．

　勃　松代地震　嬢におけ難重力異常1籍　・て

　　物理探査部　瀬谷　溝

　3月に行なつた概査恭果（地質晶畿一スi蕪号）紅基

づいて？月に精査を行な導た．今図¢）調建鴛当うては千

曲測東旛部の1群1鯉藁1力異欝，とく轍，皆神由都分に存

在す鶏と予想された低璽力異常を明疹かにす恐混二紅主

眼をおいた、、得られた重力華鄭1掌は地域融地質，地至響謹造

と調和的でξ1導。，震域申央部鐙皆神霞蔀分に現われ《〉異

常は灘わめて興味あ恐もの　／瀞，ここにカルデラ状構

造の存在が推笈捧れる，、松代蓬，／発地震はそ麟爵勤状況か

ら陸摯神地震群」のほ脳“蒼穂地震群｝i「爾宮地震響，謬

に3大別でき蓄よケ磯るが，これらン．叢いずれも地域に

みられ矯膨　）低重力域に熱く発生しているのが注購き

れるα

　曝）松代地震地域におけ絡電　探査に・）いて

　　物理探査部　小野　彦

　皆神“．鱒東を通ピパ漫ぼ北懸一南東、鳳走導，約§．蘇m

の測線紅おいズ深部慧濃探査を鍵施した、、探査職果は地

質構造，δよび重力探熱果と　1和的であるが，皆神由以

南で比抵抗が顕義こ低下していぞ馨

雛一（婁瓢）



　　　　　　　　　　　　　　　地質調査所陥報

　7）松代賊震地域における地化垂糞探査

　　　　　　永1瑚公三・が藤司郎

　主として油額・ガス濁轍適用されてきた地下地質構造

の地化学的探査法を、．1蒲ε地域畜こ応用し．，，その可能性を濫｝

究した。　　　　　　　　　　　　　　　　　籍、方法

論の可否を検討す慰こ止遺播），結果の充分な解析は今後

　　　　轍・　孕　　　舞

地下構造線と料交す難榔線の測葦壷1結果捻予期きれた地点

瓢勤常点があり，将来紅希望をいだかせるものであ吟

た。調査法の検討，測定結果，今後明らか瓢せねば煮戴融）

ぬ問題、蝋などを1報告する。

　＄、　松代地域の温彗隻と地すべり

（篤葺巻第鴛号）

　　応用地質部　中村久蜘

　地震難伴つて変動する温漿ぴ．）水温，湧出量、化学成分

の変化を知るために，松代鯨で2力勝，更埴霧で譲プン

所，着穂町1こ羅ヵ所観測地点を設けて今年2絹はじめか

　ら継続観測を実施申である．驚た今年9月発生した牧内

地区の地すべりおよび地割れと湧水の化学成分を調査分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　博変動の

　i著しい湧水は食塩，重曹奮有で特徴づけられ蕎温泉質の

　牽のであり，牧内の地すべ！二）発生地域び）湧水崖，この化学

成分を柔、つものであ讐＞。概括的紅いえば，破砕帯を満す

　淵講菱が割欝の生成によつて湧出量1類変化を生じ，ひいて

　は地すべり発生の素地をつくつたものといえよう。
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